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一人前に成長してくれましたので、まだ気になる
ことはいくらでもありますが、精神的に落ち着き、
会長のお仕事を引き受けられる環境になりました。
　人は、任務を与えられると、今まで見えていな
かったものが見えて、世界が広がるものだ、と実
感しております。これから2年間、体に気を付け
て、眼科医としても、ゾンタクラブ会長としても
がんばりたいと思います。どうぞよろしくご指導、
ご支援のほどお願い申し上げます。

　大阪Ⅰゾンタクラブは1965年に誕生いたしまし
たので、2010年現在、人間で言えば45歳を過ぎ
た熟年といえます。私は、会長になった途端、大
阪Ⅰゾンタクラブの歴史のすばらしさと重さを痛
感させられました。
　国際ゾンタに対する寄付金は、世界の中で日本
が1位で、その日本の中で大阪Ⅰゾンタクラブは2
位とのこと。ゾンタ歴25年以上の会員がほぼ3分
の1ですが、皆様現役であり、大企業を創立され
て現在も活躍されている会員も多く、名簿を見て
おりますと、こんな立派な方々のおられるクラブ
の会長に私が務まるかしら、と不安な気持ちがよ
ぎります。
　幸いなことに、私的には後継者が眼科医として

会長に就任して

目
次

会長退任のごあいさつ ● ● ●─────────────────　倉斗 秀子
　東京生まれ、京都在住の私が13年前に大阪Ⅰゾンタクラブに入会しました
のも、また2年前に会長の任に就きましたのも、すべて人と人とのご縁の賜物
であり、時の巡りあわせと、会長職を終えた今、大阪Ⅰの会員の皆様のクラブ
を愛するお気持ちに支えられ、何とか次期に引き継ぐことができました事に幸
せと充足感を感じております。
　11月例会に、診療を終えてお元気にご出席、3日後、天に召された貴田茂子
チャーター会員のお姿は忘れることができません。伝統ある当クラブの先輩諸
姉の、きちんと人生を生きていらっしゃるその姿勢を見習って、皆さまとこれ
からも楽しく活動していきたいと思います。皆さま、有難うございました。
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第60回国際ゾンタ国際大会（サンアントニオ） 2010.6.25〜6.30

思い出の地、テキサスにて	 倉斗 秀子

　私にとって、メルボルン、ロッテルダムに続い
て3回目の国際大会は、32年前の同じ夏、日本の
外務省の要請で茶道紹介をする為に、1カ月滞在
した、遠く離れた思い出の地でもあるテキサス州
での開催ということで、2年前から心弾んでおり
ました。そしてデリゲートという任務も仰せつか
り、身の引き締まる思いで臨みました。
　広く世界からみても、テキサスはやはり遠いの
でしょうか。いつもよりは少なく1,600名強のゾ
ンシャンが集い、熱気に溢れ、恒例の民族衣装を
身にまとったガバナー達のオープニングセレモ
ニーで幕が開きました。
　オープニングからクロージングバンケットま
で、いかにも米国らしいシンプルで陽気な演出が
随所に見られました。ただし全スケジュールのほ
とんどをホテルのミーティングで費やす会員に
とっては、アメリカンサイズの強冷房には辛ささ
え覚えました。
　回を重ねるごとに「世界中の女性の地位向上の
為に」を核に、奉仕と支持の活動にこんなにも多

2010年6月25日〜 6月30日、アメ
リカ・テキサス州、サンアントニ
オ市にて第60回国際大会が開催さ
れました。世界各国からの参加者
は約1,600名、大阪Ⅰゾンタクラブ
からは5名が参加しました。

くのゾンシャンのお仲間がいることに意を強く
し、私自身も成長させていただいている喜びも感
じ、これからも共に歩んで行こうと、思いを強く
しております。1日のスケジュールを終えての毎
夜の大阪Ⅰクラブバーの語らいも、楽しい思い出
です。

第60回国際大会（世界大会）に参加して	 行岡 陽子

　国際ゾンタ第60回国際大会が、日本からは遥
か遠い（約15時間）のアメリカ・テキサス州、サ
ンアントニオ市、サンアントニオマリオットリバー
センターホテルにおいて開催されました。
　参加者は約1,600人で前回より少し減少、また
26地区からの参加者は、約100名でした。大会の
詳細は、以下に大阪Ⅰゾンタクラブからの参加者
から報告がありますし、また既にガバナー通信
No.1で目を通されたことと思いますので省略し
ます。印象的であったことは、
１）26地区から初めて選挙で
　  国際理事（原 菊子様）が誕生したこと

◦26地区と国際との架け橋として頑張っていた
だきたいものです。大いに期待しています。

２）2010−2012年の国際ゾンタの目標
◦奉仕プログラムの継続（ルワンダ・リベリア・
グアテマラシティやサルバドルの女性たちへ
のそれぞれの目標に応じた支援）

◦女性に対する暴力撲滅（ZISVAW）（カンボジ
ア・ネパール・ウガンダ等）UNIFEMと共同

３）ゾンタ財団への寄付（26地区）
◦2008−2010年度　世界第3位
◦世界大会会場　第1位

　等々でした。いつも世界大会に出席しますと、ゾ
ンタが世界組織であることが肌で実感され、世界
中のゾンシャンが、ゾンタのモットー「女性の地位
の向上」の理念の下にそれぞれの立場で頑張ってお
られると思うと、改めて身の引き締まる思いがしま
す。これからも手を携えて頑張って参りましょう。

会場のマリオットリバーセンターホテル 世界各国の旗がそろったオープニングセレモニー ベリル・ステン前国際会長と

晩さん会旗手の山本蒔子ガバナー

ビジネスセッション後、夕食を楽しむ
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国際大会におけるシスタークラブ
（コーバリスZC、Dist.8, USA）との交歓会

日　時：2010年6月28日（月）（第4回ビジネスセッション終了後）
場　所：ホスピタリティルーム
参加者：コーバリスZC　Caroline Wilkinsとご主人（Bob）、
　　　　Linda Ahlvin（クラブ副会長）、
　　　　大阪Ⅰゾンタクラブ5名

　前回（ロッテルダム）以来2年ぶりのお互いの
元気な再会を歓び、プレゼント交換を行い、交
歓した。前のビシネスセッションが長引いた為、
次のスケジュールの都合もあり、十分な時間が
とれなかったのは、残念であったが次回（イタ
リア・トスカーナ）の再会を約して会を終えた。

行岡 陽子

華やかでおおらかな世界大会	 税所 凉子

　国際ゾンタ世界大会への参加は初めてであっ
た。前回2008年のロッテルダム大会では参加申
込まで完了していたが、直前に手術を受けること
になり、退院するもドクターストップで断念せざ
るを得なかった。それだけに、今回のアメリカ・
テキサス州のサンアントニオでの世界大会にかけ
る期待は大きかった。
　6月24日夕方、関空を出発。約15時間のフラ
イトと乗り継ぎを経て、25日夕方（現地時間）に
ようやくテキサスに到着した（途中、デンバーに
1泊するはめになったが…）。
　翌26日の午後、民族衣装などで美しくお洒落
したゾンシャンたちによるオープニングセレモ
ニーに参加。その余韻に浸る間もなく、すぐに気
軽な服に着替えバスに乗り込み、自然豊かなテキ
サス・ヒルカントリーのニッペ農場へと向かう。

想い出満載、国際大会への旅	 上田 恵子

国際大会の思い出	 永井 隆子

　今回は初体験連続の旅であった。大阪Ⅰメン
バー 5名は、神戸、徳島、高松、岡山、安芸コス
モス、北九州、金沢ゾンタのメンバーと総勢22
名で、6月24日17時過ぎ、にぎやかに関空を出
発した。サンフランシスコに無事着いたのはよ
かったが、アメリカ入国に手間取る方があり、ど
うなることかと心配した。乗り継ぎのデンバー行
が天候不良で遅れ、サンアントニオ行に乗り継げ
ず、思いがけなくデンバーで泊った。又、翌日の
サンアントニオ行も3グループに分かれて出発せ
ざるを得ない始末であった。異国の地でのハプニ
ングは何かと大変だったが、「皆と一緒で良かっ
た」と言っていただけて同行の絆は深まり、今と

　サンアントニオ国際大会出席は、メルボルン、ロッ
テルダムに次いで、私にとっては3回目の国際大会で
ある。 少し慣れたせいか、大会の式次第のようなも
のがわかってきたので、あまり緊張せずに出席できた
ことは、良かったと思う。
　行きの航空機の遅延で、デンバーに1泊せざるをえ
なかったが、そのお陰で、デンバーとサンアントニオ
間の飛行機の中で、横に座った方がゾンシャン、しか
も姉妹クラブで交歓する予定のアメリカ・コーバリス
ゾンタクラブの第１副会長のリンダさんとは！　私の
胸につけた小さなゾンタのバッジが私達を結びつけて
くれた。
　ネットワークランチョンでは、約10名ずつの会員
が、1つのテーブルでランチを取り、話し合った。私
のテーブルでは、バッジ交換のあと、それぞれが自己
紹介した。私は「私の夢（My Dream）は、息子の嫁と
孫といっしょに、このCONVENTIONに参加するこ
と」というと、みんなが一斉に「オーワンダフル！」と
いって、祝杯をあげてくださった。自分のつたない英
語が通じたことの喜びもあって、うれしかった。
　また、横に座った方がヒューストンゾンタクラブの
方で、ロケットが発射している形できらきら光るバッ
ジをくださった。そのバッジを時々光らせながら、楽
しかった国際大会を思い出している。

なっては良い想い出である。今回も大会での学習
や友人との出会い、晩餐会の楽しさはあった。し
かしそれ以上に往路の数々の場面は、当分忘れら
れないものとなるであろう。

予定表には「開会祝賀パーティー」とあったので、
まずは形式的な挨拶からと思っていたら、すぐに
めいめいで食事をとるようにとのこと。主催者の
細やかな心遣いが感じられる計画的な進行に慣れ
ている日本人の私には、非常におおざっぱな運営
に思われたが、すぐにこれもまた“国際色”なの
だと納得する。
　お腹が満たされると、三々五々席を立ち、暴れ
る牡牛に乗った本物のテキサス・ロデオを見た
り、勇気ある人は牡牛に乗って記念撮影をしたり
と、思い思いにテキサスを満喫することに。ダン
スフロアーでは、軽快なカントリーミュージック
に合わせ、時を忘れたかのようにいつまでもダン
スを楽しむ人々の姿があった。
　そんなゾンシャンたちの姿に、国境を越えた固
い絆、ゾンタ精神を感じた。

ネットワークランチミーティングにて

6月28日　日本からのゾンシャンと

乗り継ぎのデンバー空港にて

コーバリス
ゾンタクラブの

リンダさん

サンアントニオ国際大会

6月26日　ニッペ農場の夕べ 迫力あるテキサス・ロデオの牡牛 6月28日　ファッションショー＆ランチョン
　モデルは開催国のゾンシャンたち

6月29日夜
カクテル・マルガリータの実演
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トピックス

2010 年 5月20日（木）、
大阪国際会議場特別会
議室にて朝丘雪路さんを
招いたチャリティートーク
ショー（対談・風さやかさ
ん）を開催しました。宝塚
時代の思い出話や歌の披
露があり、会場は華やか
な雰囲気に包まれました。

朝丘雪路トークショーを終えて	 企画委員長　中務 和美

署名活動を終えて　 　　　永井 隆子

　毎年、奉仕活動の原資となるイベントを
いかに成功させるか、が企画委員会の重要
な課題となる。年度初めから各会員の提案
を検討し、今年度は、いつも輝いておられ
る女優の朝丘雪路さんにトークショーをお
願いすることになった。幸い対談のお相手
も、宝塚歌劇団で朝丘さんの後輩であった
風さやかさんが出演を快諾してくださり、5
月20日イベント当日、大阪国際会議場特別
会議室（席数400）は満席の盛況となった。
　華やかな雰囲気の中、朝丘さんは持ち歌
なども披露され、父である伊東深水画伯の
思い出や宝塚時代のエピソード、女優とし
ての種々の取り組み、日舞家元としての心
構えなどを語られ、その中から「好きに生
きる」姿勢が“輝き”の原点であることが伝
わってくるようであった。
　出演された方々にはボランティア精神を
理解していただき、薄謝に甘んじてくださっ
たこと、そして他クラブの方々のご支援、
またクラブ会員の協力によって、イベント
としては小規模ながら、比率的にはいつも
のイベントと同様の純益を計上することが
できたことに感謝している。

京都での移動例会
親睦委員会委員長　大西 治代

平成21年度後期
　春未だ浅き3月18日（木）、メンバーの肝いりでエクシブ京都八瀬離宮にて
移動例会をもちました。当日は生憎の氷雨に加えて風も、という悪天候。そ
れでも当初の約束どおり、時間に余裕のあるメンバーは高台寺の散策へと足
を運びました。ご住職特別のお計らいで、北政所・ねね様の興味深いお話を
伺ったり、普段はあまり立ち入れない場所をご案内いただいたりしました。
　夕刻、出席者が合流し、例会の後はいつもとは違った趣のディナーとなり
ました。 和気藹藹の中、惜しみつつのお開きに。帰宅の途に就く者、エク
シブメンバー他有志はお泊りで散会になりました。

　子宮頸がん予防ワクチンの無料接種、公費負担をか
かげた署名活動は、平成22年6月から始まり、8月25日
に収集が締め切られ、8月27日、上田ガバナーが長妻厚
生大臣に署名65,228人分を手渡し、私たちの署名活動
は終わった。
　当初、署名を9月例会で集めることになっていたが、
8月4日に長妻厚生大臣が国会でワクチンの費用を特別
予算案に計上するとの答弁があったため、急遽締め切
りを8月20日にし、25日には上田ガバナーに必着、と
めまぐるしく変わった。
　しかし、猛暑、お盆の最中にもかかわらず、次々と
署名は、私宅に送られてきた。私がゾンタクラブに入っ
て初めての署名活動であるが（署名活動は、40年前のイ
ンターン闘争以来）、頼んだ方々は概ね、ひとごとでは
ないので、と言って快く署名してくださった。わがク
ラブの会員も「こんなことで役立つことができて、うれ

エクシブ京都八瀬離宮にて宿泊

高台寺を見学

しいし、楽しかった」と言ってくださる方もいた。
　私たちのクラブは、結局、国用185枚1,793人、大阪
府用187枚1,861人の署名を得た。この暑さの中で、本
当に良く集まったと思う。大阪府庁へは、8月26日、大
阪Ⅰの上田、税所、仁科会員、大阪Ⅱの西村会長、徳光
会員と一緒に持参した。大阪府も来年には、助成費用
を特別枠で予算計上する予定とのことであったが、教
育現場で、女子12
歳にワクチン接種
を実施することの
難しさを述べてお
られた。確かに、
これからは実施を
支援していくこと
が重要な課題、と
考えた。 8月26日、大阪府庁にて署名を手渡す
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ときめきインタビュー
〜輝き続ける女性をクローズアップ！〜

 第１回　伊藤 幸子さん

自分を見失わない奉仕活動を

　梅雨の真っただ中、アジサイの花が瑞々しい7月14日の午後、ゾンタクラブで活躍中の伊
藤幸子さんにお会いすることができました。すでに83年を生きてこられた年輪の深みに加
え、静かで、ゆったりとした口調や、物腰の柔らかさの中に、日本女性の持つ美しさと人を
ひきつける魅力を兼ね備えた方だと感じました。記念写真のためにカメラを向けると、わず
かに口紅を足されるなど、女性らしい細やかな配慮をしておられました。
　ゾンタ歴の質問では「ゾンタ一筋の精神で、35年が過ぎましたでしょうか…」と話し始めら
れました。ゾンタ活動の合間に、日本舞踊・書道などの趣味を持ち、人生のモットーとして
人の役に立つこと、お世話をさせてもらうことに楽しみを見出して、満足を得てきた、と語
られました。
　最初のころを振り返って、舞踊をとおして宝塚スターの天津乙女さんと知り合い、天津さ
んの御紹介でゾンタクラブに入会し、広瀬勝代さん、政治家の奥さまなど、その他にも有名
な方々と一緒に活動できたことは楽しい思い出だそうです。当時も、会議では常に奉仕の在
り方に検討を重ねて、バザーなどの開催には力を入れ、国内だけにとどまらず、海外にも目
を向ける、という活動が繰り返されていたといいます。
　また、タイに行ったときに、川田先生が振袖姿で旗手をつとめられた様子がとてもきれいで
忘れられない…と思い出を懐かしく語られました。ご自身も、台北市で行われたアジア地区大
会で、踊りを披露されたことがあるそうです。
　「時代が移り変わる中、ゾンタの活動も変化して、今でもお元気で活躍されている方たちも
いらっしゃいますが、去って行かれた方たちもあって、とても残念です」「ゾンタクラブだけ
でなく、奉仕活動に参加する中では、会議などが終われば自分自身を見つめ直し、自分を見
失わないことが大切ですね」とも語られました。
　伊藤さんは、車を運転することが何よりもお好きで、暇を見つけては東に西にと走ってお
られるとのこと。「好きなことをする時が楽しくて、楽しくて」と話されていました。
　お忙しい中、インタビューに快く応じていただき、大変幸せでした。お話の端々に、人の
ために尽くし、お世話できることが自分の喜びである、という意識が感じられ、それこそが
ゾンタ活動の奉仕精神といえるかもしれない、と思いました。
　これからも、私たち後輩の目標となられますよう、いつまでも、“ときめいて”頑張ってい
ただきたいと願っております。有難うございました。　　　  （インタビュアー　行岡 久美子）

エリア3　前エリアディレクター
行岡 陽子

　以下のプログラムのもとに、エリア3第2回エリアミーティングが金沢
ゾンタクラブをホストクラブとして金沢で開催されました。ガバナーを
はじめ参加者は117名でした。
　今回は、ガバナー（国際）の方針で、ワークショップは全エリアミーティ
ングとも、国際ゾンタのモットー「地位の向上」に、私たちの奉仕や
LAA活動がいかに関与しているかを考える仕組みをメインに組み立て
られ、それなりに意義のあったことと思います。この芽を各クラブで育
ててこそ立派に花が咲くことでしょう。大阪Ⅰゾンタクラブからも多数
参加いただき、サポートしていただけたことは心強く、うれしく思いま
した。ありがとうございました。

◆◆◆  ＡＤ退任のごあいさつ  ◆◆◆

　エリア3ADの役目は、実質的には2008年7月にはじまり、2010年7月に
終了しました。長いような短いような2年間でした。今振り返ってみます
と、はじめは何から手をつけたらよいのか判らず、試行錯誤の日々でしたが、
大阪Ⅰゾンタクラブの中にエリア委員会を立ちあげ、皆様のお力を借りな
がら、エリア通信、トレーニングセミナー、エリア3エリアミーティング（第
1回、第2回）、地区理事会出席、クラブ訪問、他クラブのイベントに出席等々
の仕事も何とかこなすことができました。そしてゾンタにつきましても多く
を学ばせていただきました。特にエリア3全クラブを訪問し、それぞれの
クラブの特性を知り、多くの“友人”を得たことは、大きな収穫でした。
　この間、ゾンタ以外の、身に余る多くの役職もこなす責任も重なり、時
間に追われながらの毎日であったとはいえ、まだまだ不勉強で、失敗も多
くお恥ずかしい次第です。しかし、とにかく何とか無事に役目を終えるこ
とができましたのは、先輩ゾンシャンの皆様や、表裏を問わず私を支え励
ましていただきました多くの方々、とりわけホストクラブ大阪Ⅰの皆様の
お陰と深く感謝する次第です。有難うございました。
　そして、ADとしての多くの経験の中で、最も身を持って感じたことは、

“愛情を持って見守り、人に接する”ことの大事さでした。得られた諸々の
思いを糧に、今後のゾンタ人生を前を向いて歩んで行きたいと思います。

エリア３
第２回エリアミーティング報告

開会式のご来賓

エリア3AD行岡陽子

大阪Ⅰゾンタクラブの参加者

にぎやかな懇親会

ゾンタローズガーデンの記念植樹

住職の講話に聞き入る参加者
インタビューを終えて
（左：伊藤幸子さん、右：行岡久美子）

1983年、アジア地区大会（台北市）
にて踊りを披露する伊藤幸子さん

日時：2010年4月17日（土）・18日（日）　　場所：ANAクラウンプラザホテル金沢
ホストクラブ：金沢ゾンタクラブ

第1日目（4月17日）
9：30　会長・副会長会議（瑞雲の間）〜 10：50まで
ーエリアミーティングー
11：00　開会式・セレモニー・ビジネスセッション・新入会員紹介・エリア3エリアアワード贈呈
13：15　ワークショップ「ゾンタの奉仕・LAA活動」・グループディスカッション
15：45　基調講演「人と組織を輝かせるリーダーシップとは」講師：西村貴好様（C's社長）
16：45　ガバナー講評・閉会
懇親会
湯湧温泉「かなや」泊

第2日目（4月18日）エクスカーション（薔薇観音ほか）

エリア3　第2回エリアミーティング　プログラム

35年のゾンタ活動を振り返って
　　伊藤 幸子

　私がゾンタクラブへ入会致しましたの
は創立10周年の時でした。年数も過ぎ、
ずいぶん人も入れ替わりました。大阪Ⅰ
ゾンタも気風も変わってきたように思い
ますが、今は若い方々で元気いっぱい盛
りたてていただければと存じます。
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大阪Ⅰゾンタクラブ　2010年度役員および地区役員

会 　 　 長

副  会  長

会 　 　 計

記 録 書 記

通 信 書 記

理 　 　 事

会 計 監 査

26地区指名委員

永井 隆子
税所 凉子　　早川 住江
小松 美佐子　行岡 久美子
松 美佐子
仁科 一江
中務 和美　　後藤 安子
倉斗 秀子　　大西 治代
道風 邦子　　川田 喜代子
上田 恵子

後列左から中務和美、松美佐子、早川住江、後藤安子、
　　　　　行岡久美子、仁科一江、倉斗秀子、大西治代
前列左から道風邦子、永井隆子、川田喜代子、税所凉子
上段左から小松美佐子、上田恵子

新役員ごあいさつ ● ● ●────────────────────────

役員退任のごあいさつ ● ● ●──────────────────────

前 理事　佐々木 静子

前 副会長　大西 治代

副会長　早川 住江 記録書記　松 美佐子

理事　倉斗 秀子

会計監査　川田 喜代子

前 記録書記　金戸 光子

前 会計　松 美佐子

会計　行岡 久美子

前 会計監査　藤井 次子

　この度永らく務めさせて頂いた大阪Ⅰゾンタク
ラブの役員を退任させて頂くことになった。思い
起こせば、ゾンタ設立以来四十数年、チャーター
メンバーである私は、その間皆様のお援けで、い
くつかの役を持たせて頂いてきたが、八十歳を超
えた今も現役弁護士として仕事をこなしている私
にとって、お役目を続けることは少なからず重荷
になってきた。加えてクラブに新しいメンバーが
増え、うれしいことにいずれも熱心で有能な活動
家ばかり、安心してお任せできる状態である。新
鮮なメンバーで、より充実した運営のできること
は間違いない。半世紀近いゾンタの歴史を知る者
が必要な場合は、喜んでお手伝いさせて頂くつも
りであるが、新しい漕ぎ手で立派に運営していた
だけることは喜ばしいことである。新役員の諸姉
の熱意と力量を心よりご期待申し上げる次第であ
る。

　副会長を拝命してからの2年間は、瞬く間に過
ぎてしまいました。会長をサポートさせていただ
く役務ながら、ご明晰な会長の下には何の助力も
不要で、ただいたずらに席を温めていただけでは、
との思いがよぎります。私的にはボードに入るこ
とで、より明瞭になる学びが多々ございました。
それらをこの先の理事職に微力ながら生かして参
りたいと存じます。

よりよい例会を目指して
　副題は立派そうですが、私自身、ゾンタクラブ
に関してまだまだ認識不足でして、今期はただ見
習いとして、永井会長・税所副会長・理事・役
員・会員の皆様方に鍛えて頂かなくてはなりませ
ん。その覚悟で臨むつもりですが、どうぞお手柔
らかに、ご鞭撻をお願い申し上げます。有意義で
充実感のある例会を目指しつつ……。

　はからずも、今回、記録書記を仰せつかりまし
た。かつての経験はあるというものの、新たな会
長の下での新役員になりましたからには、心機一
転、皆様への『情報提供』の役割を遂行すべく職
を全うしたく存じます。今後ともご支援ご指導宜
しくお願い申し上げます。

　2010年〜 2012年度永井隆子会長の下、理事に
就くことになりました。クラブがより良く充実し
た運営ができますよう、その一助になればと思い、
誠実に任務を遂行して参りたいと存じます。よろ
しくお願い致します。

　この度、会計監査に就任することになりました。
ゾンタクラブでは初めてですが、日本女医会では
8年間、関西医大同窓会及び関西医大耳鼻咽喉科
同門会では4年前より現在も監事をつとめており
ます。馴れているといえば語弊がありますが、考
えてみればいろんな意味で重大なポストには違い
ありませんので、がんばって責務を果たしたいと
思っております。

　2年間記録書記を務めましたが、当初はクラブ
の活動を十分把握しておらず、会議で話されてい
ることの内容もわからず、記録がうまくできませ
んでした。録音機も使ってみましたが、多くの声
が入り乱れている中からその内容をひろうことは
難しい状態でした。
　当初から倉斗会長よりメモをお借りして、理事
会・例会の記録を作成しました。また、私本来の
仕事も何故か同時期に多忙になり、ゾンタの活動
に積極的に取り組みづらくなりました。
　新年度はベテランの方が記録書記につかれるの
で問題はないと思いますが、今後、正・副二人制
で担当されたら、尚一層確実な記録ができるので
はないかとも感じました…。今後は、できるだけ
ゾンタの活動に参加して、他クラブとの交流をし、
ゾンタ本来の活動を理解しながら参加していきた
いと思っています。

　会計という重大な役をいただいて2年、やっと
のことで終了いたしました。お支え頂いた、倉斗
会長様、藤井監査様、道風監査様初め、懐の深い
寛大なお心の多くの皆様に、最大の感謝を込め衷
心より御礼申し上げます。本当にありがとうござ
いました。今後とも宜しくご指導の程お願いいた
します。

　このたび、大阪Ⅰゾンタクラブ新役員の1メン
バーとして役職（会計）を拝命いたしました。昨年
の7月に入会してから、まだまだ日の浅い未熟者
ですが、役員としてご推薦いただきありがとうご
ざいます。ゾンタという長い歴史を持つクラブの
役員を担当する責任の重さに身の引き締まる思い
でございます。
　まず、目標として永井会長のもとに活動を行っ
ていく中で、会員の皆様と良好な関係が継続でき
るように心がけてまいります。最後になりました
が、永井会長をサポートし、会員の皆様に新しい
時代がくるように活動を行ってまいりたいと考え
ます。よろしくお願いいたします。

　2年間大阪Ⅰゾンタクラブの会計監査を拝命い
たしました。皆様のご協力を得まして無事終了で
きましたこと、心より感謝申し上げます。
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奉仕委員会 ＊＊＊ LAA・奉仕委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊ 国連・国際委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

国連・国際委員会

企画委員会

広報委員会

　今年も9月例会に於いて、皆様から推薦された
奉仕先が協議し決定されます。今年度大阪Ⅰゾン
タクラブはどのような奉仕活動をするのでしょう
か？　いつも皆で考えながらよい活動ができるこ
とを願っています。
　毎年のことですが、奉仕活動を通して新しい出
会いがあり、笑顔が広がっています。奉仕先訪問
時には委員だけではなく、皆様のご出席、ご協力
をどうぞよろしくお願いいたします。

左から
藤井次子、
川田喜代子副委員長、
上田恵子委員長、
道風邦子、福味真樹紅

左から仁科一江副委員長、後藤安子、
辻恵美子、中務和美委員長、徳光清子

●平成21年度
　第3回国際・国連（拡大）委員会
　日　時：平成22年6月17日（木）（例会終了後）
　場　所：リーガロイヤルホテル
　　　　　ゴールデンルーム
　出席者：行岡（陽）、徳光、仁科、
　　　　　倉斗、税所、永井、上田
　議　題：第60回国際大会（2010年6月25日〜 6

月30日　アメリカ・テキサス州サンア
ントニオ）におけるコーバリスゾンタク
ラブ（シスタークラブ）との交歓につい
て。日程・お土産等について意見交換。

●4月12日　国際会議場訪問、
　　　　　  当日の打ち合わせを行う。
　　　　　  出席　大西副会長、税所副会長、
　　　　　　　　  中務、六島
●4月12日　風さやか氏と打ち合わせ　
　　　　　  出席　大西副会長、中務、六島
●4月15日　イベント当日の役割分担及び
　　　　　  タイムスケジュールを配布
●5月20日　イベント開催
●5月30日　イベント特別会計報告を会長に提出

◆◆◆  委員長に就任して  ◆◆◆　　　　　　　　倉斗 秀子
　日本地区は、10年前は会員数1,200名でした。その後減少し続け、
900名を切りましたが、2008 〜 2010年度、国際・26地区OMC委
員会の熱心な呼びかけも効を奏し、各クラブも力を入れて、1000
名に近い会員数になりました。昨年末、地区が作成されたリーフ
レット（当クラブのリーフレットも有り）を私たち一人一人が携行
し、折りにつけゾンタをPRし、会員増強につなげようではありま
せんか。ゾンタクラブ会員である事に誇りを持って。

●3月末　　大阪Ⅰゾンタクラブ会報60号を26地
区役員、クラブ会長に送付。

●5月初旬　5月20日に行われる予定のチャリティ
イベントを読売新聞、毎日新聞に掲
載していただけるよう交渉。

◆◆◆  委員長に就任して  ◆◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行岡 陽子
　この度、今期の広報委員長をさせていただくことになりました。二度目のお役目ですが、初心にもどって
務めさせていただきたいと思います。ADの役を務めさせていただき、クラブの委員会活動の大切さ、とりわ
け広報活動の大切さを改めて痛感しました。今後、委員の皆様のお力をお借りしてよりよい“大阪Ⅰゾンタ会
報”づくりに、そして広報活動に頑張って行きたいと思います。是非皆様のご協力をお願いいたします。

◆◆◆  退任のごあいさつ  ◆◆◆　　　行岡 陽子
　長い間、国際委員長のお役目をさせていただき
ましたが、今期でリタイアーさせていただくこと
になりました。特に今期は、ADとしての仕事が
多く、国際・国連委員長としての役目を十分に果
たすことができず申し訳なく思っています。また
国連関係には何も成果を上げることができず残念
です。韓国や台湾の姉妹クラブとも最近は連絡が
取れず（応答無し）、これも心残りですが、新し
い委員長の下、フレッシュな感覚で委員会を運
営・発展させていただきますよう期待しておりま
す。

◆◆◆  委員長に就任して  ◆◆◆　　　　　　　　　　中務 和美
　ゾンタに入会して以来、企画、広報、親睦、奉仕と各委員会に所属、い
ろいろと経験させていただいたが、国連・国際委員会は初めてである。ク
ラブ・マニュアルによると、国連・国際委員会は、国連とその機関と共に
行う国際ゾンタの仕事に関する情報をクラブ会員に提供し、地球規模の奉
仕を提供する国際ゾンタの努力への意識を高めること、とある。我々会員
は、毎年国際会費を納めているが、今現在、国際ゾンタが具体的にどのよ
うな奉仕活動を行っているのか？　と聞かれると、きちんと把握できてい
る、と答えられる方がどれくらいおられるだろう？　このあたりから、こ
れからの委員会のあり方を委員の皆さんと考えていきたいと思っている。

◆◆◆  委員長に就任して  ◆◆◆　上田 恵子
　今年から奉仕委員会はLAA・奉仕委員会とな
りました。LAAとは「立法意識・支援」であると
いうところからの勉強も一緒にしていきたいと
思っています。従来の奉仕委員会も有意義な奉
仕活動ができますよう、皆様のお力添えよろし
くお願いいたします。

委員長　上田 恵子

委員長　行岡 陽子

委員長　中務 和美

委員長　永井 隆子

＊2010- 2012年度　委員会メンバー＊

＊＊＊ OMC委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊ 企画・親睦委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊ 広報委員会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

左から
伊藤幸子、上嶋禎子、
倉斗秀子委員長、
上嶋泰子副委員長、
佐々木静子、楠井美子

後列左から
六島雅子副委員長、
早川住江委員長、税所凉子、
大西治代、小松美佐子、
前列左から重森由郷、
長野禮子

◆◆◆  委員長に就任して  ◆◆◆　早川 住江
　チャリティ《社会への発信》と親睦《会員相互》
を2本の柱として、会員の皆様のご意見・アイ
ディアをもって企画いたしたいと思っておりま
す。どうぞどしどしご意見をお寄せくださいます
ように、皆様のお力添えをお願い申し上げます。



14 15

大阪Ⅰゾンタクラブ

活動報告　2010年3月〜 2010年5月

理事会
出席8名　　於：事務所

移動例会
出席21名　　於：エクシブ京都八瀬離宮会議室
・2月議事録承認
・ベリル・ステン国際会長よりメッセージ
・ダイアン・カーティス次期国際会長からリエゾンレポート
・他クラブチャリティーバザー、コンサート、イベント等報告
例会後、エクシブ京都八瀬離宮「翡翠」にて夕食会

理事会
出席8名　　於：事務所

3月4日（木）

3月18日（木）

4月1日（木）

17:30〜19:30

16:15 〜17:30

17:30〜19:00

コスモスの花　　　 　行岡 久美子エリーゼさんってだぁれ？　  中務 和美

　花は誰でも一度は贈ったり、贈られたり、その時々の意味は違っても、人と

花の縁は深いものがあります。

　その中でもコスモスは、私にとって大好きな花の一つです。日本の秋を彩る

代表的な花・コスモスの原産地はメキシコの高原地帯で、日本には江戸時代に

キリスト教の神父により伝えられたとも言われています。

　「コスモス」はギリシャ語で“宇宙”を意味し、高く果てしない宇宙、満天の星

のように神秘的で美しいことから、そのま

ま花の名前になったようです。“奇麗”“秩

序”“調和”などの言葉でも表現されていま

すが、それにもまして、激しい雨、風に打

たれ地面に踏みつけられても、次の朝には

スクッと顔をあげて咲く強さがあります。

この可憐な花の持つ健気さ、強さに心を魅

かれています。

　♪ミレミレミシレドラ〜……。
　誰もが一度は耳にしているはずの“エリーゼのために”。この曲を知らない人を探すのが難しい
くらい。そして、ピアノを習いはじめる人の「弾きたい曲」常にナンバーワン。でも作曲者がベー
トーヴェンだって知っている方は少ないのでは？　軽やかで愛らしく、可憐な少女のイメージが
浮かび上がってくるような曲なので、あの気難しそうな顔、そして、「ダ・ダ・ダ・ダーン」運命
が戸をたたくなんて、重厚な曲の多い彼の作品とは、ずいぶんギャップを感じますものね。彼は
小品の中に優しい気持ちをいっぱい込めて、この曲を捧げる相手に伝えたかったのでしょう。
　ところで、エリーゼさんって一体どなたなのでしょう？　ベートーヴェンの周りには、いつも
素敵な女性が数多くおられたそうです。ところが、その中にエリーゼという名の方は見当たりま
せん。今までの定説では、音楽学者のノール氏が、ベートーヴェンの恋人テレーゼをエリーゼと
読み間違えたのでは?　何しろベートーヴェンの悪筆は有名だし、その上曲の原本がテレ−ゼさん
の遺品の中から見つかったので、多分そうだろう、ということになり、勿論、私もこの説を信じ
ていました。
　ところが先日、NHKのBSテレビで放映されたベートーヴェン特集の中で、最近ドイツのベー
トーヴェン研究家、クラウス・マルティン・コーピッツ氏が、とうとうエリーゼさんを見つけた！
と報道されていました。彼の説によると、この方はエリザベート・レッケルというソプラノ歌手
で、ベートーヴェンは彼女の歌手としての才能にとても感動して、この曲を贈ったというのです。
彼女の兄ヨーゼフ・レッケル氏がベートーヴェンのオペラ「フィデリオ」の主役を演じ、その縁で
ベートーヴェンと彼女は友人関係にあり、友人間では彼女はエリザベスではなく、エリーゼと呼
ばれていたとか。ありそうな話ですね。コーピッツ氏は、ウイーンのシュテファン寺院にある洗
礼名簿に彼女がエリーゼと記載されているのも捜し出しており、一応説得力があります。
　では、そのエリーゼさんが定説として認められたのですかって？　とんでもない。今、「エリー
ゼのために」の楽譜原本が行方不明になっていることもあって、音楽学者の間では大変な論争が
巻き起こっているそうです。そもそもベートーヴェンは謎の多い方で、以前、映画にもなった「不
滅の恋人」騒動がありました。彼の遺品の中から、宛名がなくて「不滅の恋人へ」とだけ記された
手紙が見つかり（ってことは書いたけれど出さなかった？）、一緒に女性二人の写真がでてきたの
です。一枚だけだったら何の問題もなかったのにねぇ。一人はイタリーの貴族の娘、ジュリエッ
タ・グイチャルディと判明。でも手紙の内容からみて、彼女宛ではないらしいのです。あとの一
人は未だに謎のままですが、ベートーヴェンの研究家、青木やよい氏によれば、アントーニエ・
ブレンターノ男爵夫人である確率が高いそうです。なるほど、肖像画と比べてみると、似ている
ような気もするけれど、決め手には欠けるのでしょうか。アントーニエさんは若い頃に結婚して
男爵夫人になったものの、夫とあまりうまくいかなくて、子供をつれて実家に帰っており、その
頃ベートーヴェンと親しくしていたらしく、彼のハンマークラビアなど後期のソナタ数曲を献呈
されています。彼女には4人の子供がいるのですが、末っ子は上の子供と8歳もはなれており、し
かもベートーヴェンの甥と同じカールという名前であることなどから、顔がベートーヴェンに似
ているとか、似ていないとか、当時、いろんな憶測がうまれたそうです（私としては、ベートーヴェ
ンのDNAが今もどこかに存在している、と考えたほうが楽しいのだけれど？）。
　まあ、こうしたミステリアスな面が多いからこそ、音楽学者の研究意欲をかきたてるのでしょう。
私も、なにか新しい発見がある事を願いつつ、この夏ベートーヴェンの生地、ボンを訪ねる予定
です。そうそう、リューデスハイム近郊にブレンターノハウスというワイン醸造所があって、ブ
レンターノ夫人の子孫が経営されているとか、そこで頂くワインの味はまた格別かも？　どうぞ、
お土産話をおたのしみに……。

エッセイ リレーエッセイ
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例会
出席28名　　於：リーガロイヤルホテル　ゴールデンルーム
・3月議事録承認
・児童虐待防止協会理事他1名来会、寄付金贈呈、
　民間の果たす役割など活動を報告
・他クラブより会報届く
・大阪Ⅰゾンタクラブ会報60号配付
・会則改正案について
　  会則  第 7 条  可決、第11条  可決
　  内規  第 1 条  可決、第 5 条  継続審議

理事会
出席9名　　於：事務所

例会
出席27名　　於：リーガロイヤルホテル　ゴールデンルーム
・4/18大阪ジュニアバンドフェスティバルに松会員出席
 （10万円寄贈）
・国際大会会則　第5条改正案を決定
・役員交替　永井新会長より、倉斗前会長へ花束贈呈

4 月15 日（木）

5月 6 日（木）

5月 20 日（木）

17:30 〜19:30

17:30〜19:30

17:30〜19:30

編集後記
　今号から新しい企画として「ときめきインタ
ビュー」を立ち上げました。例会の座席が何となく
固定化している昨今、会員同士のコミュニケーショ
ン（特に新しいメンバーとの）を図るために企画し
たものです。いかがでしょうか？
　また中務和美様からは、とても楽しいエッセイ

“エリーゼさんってだあれ？”を寄稿していただき、
ありがとうございました。一服の清涼剤となりま
した。いつでも何でも（紀行文、俳句、和歌、エッ
セイ等々）結構ですので、会員の皆様からの投稿を
お待ちしています。お忙しい中、ご寄稿いただき
ました皆様、ありがとうございました。（行岡陽子）

左から松美佐子、行岡久美子、水野光子、
行岡陽子委員長、税所凉子副委員長、
金戸光子

広報委員会 （ 7月13日、編集会議）

［記録書記　金戸 光子］

児童虐待防止協会より感謝状を受け取る
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